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１．研究の背景と目的
環境教育の先進国であるドイツでは、自然のなかで終日過ごす森
のようちえんが一般的に普及しているが、日本での普及は遅れて
いる。そこで本研究は、ドイツ・フライブルク市の2つの森のよ
うちえんと、日本の代表的な2つの森のようちえんについて、教
育理念や保育内容、行政支援策を比較することで、日本とドイツ
の森のようちえんの普及度の違いの要因を分析することを目的と
する。

２．研究の流れと方法

３．ドイツH園・R園、日本M園・Y園の概要

ドイツのH園・R園、日本のM園・Y園の概要を表1に、これらの園
の活動範囲や場所、園舎などを写真1～12、図2～4に示す。
ドイツの園のほうが園児数が多く、月謝が安いが、開園時間が短
く、活動場所も限定されていることがわかる。
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研究の流れを図1に示す。まず文献やインターネットで日本とド
イツの森のようちえんの動向を把握した上で、ケーススタディと
して、ドイツのH園・Y園、日本のM園・R園を取り上げ、教育理
念、保育内容、行政支援策について比較し、ヒアリング調査や参
与観察調査によってこれらの違いの要因を明らかにした。
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３．日本とドイツの森のようちえんの動向

図2 地域別森のようちえん数
（日本：左、ドイツ：右）

両国森のようちえん連盟HPより作成

日本における森のようちえん数は2017年現在約200であり非常設
型の割合が多いのに対し、ドイツは1,500あまりであり、常設型
が多い。

場所 活動場所 園舎の形態 対象年齢 園児数 職員数

H園

（フライブルク市）
リーゼルフェルト

トレーラーハウ

スの周り
トレーラーハウス 3歳以上 最大20名

２～３人+イ

ンターン生

R園

（フライブルク市）
リーゼルフェルト

トレーラーハウ

スの周り
トレーラーハウス 2歳以下 最大10名

２～３人+イ

ンターン生

M園

（鳥取県）
鳥取県智頭町

集落や神社も含

め14カ所

古民家を園舎兼事務

所として利用
3歳以上 26名 8名

Y園

（大阪府）
大阪府熊取町

近くの海・山・

川など20カ所

一軒家を事務所兼園

舎として利用
3歳以上 ５名 3名

開園時間 開園日 休日 月謝

H園

（フライブルク市）
7:45~13:45 平日週5日

夏、冬休み、その他国

民の休日

１人目120~140ユーロ

２人目80~100ユーロ

=10,000～18,000円程度

R園

（フライブルク市）
8:45~12:45 平日週5日

夏、冬休み、その他国

民の休日

165ユーロ

＝22,000円程度

M園

（鳥取県）

9:00～17:00

(預かり保育あり)
平日週5日

夏、冬、春休み、土日

祝日
30,000円

Y園

（大阪府）
9:00～14:00 平日週5日

夏、冬、春休み、土日

祝日

週5日：33,000円

週3日：25,000円

表1 ドイツH園・R園、日本M園・Y園の概要



７．考察とまとめ

本研究ではまず、日本とドイツ全体での森のようちえんを比較し
たところ、ドイツのほうが圧倒的に数が多く、しかも常設型が多
いことがわかった。日独２つずつの森のようちえんを比較しても、
1園あたりの園児数はドイツのほうが多く、しかも月謝も安かった。
このような違いが生じ要因を、教育理念、保育の内容、行政支援
策の３つの視点から分析したところ、教育理念はほとんど違いが
なく、保育内容はむしろ日本のほうが充実している面もあったの
に対し、行政支援策についてはドイツのほうが認証制度や経済的
支援制度が充実していることが明らかになった。
このことが、園の経営の安定性や、家庭の教育・保育費の負担の
差となり、結果的に日独の森のようちえんに通う園児数や常設型
園数の差につながり、日本とドイツの普及度の差の要因のひとつ
になっていると考えられる（図6）。
鳥取県や長野県のように自然保育の認定制度を持つ地域の園です
ら、日本はこのような現状であることを認識し、森のようちえん
の社会化に向けて、市民、事業者、行政、それに研究者が連携し
て行動することが一層求められる。
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４．教育理念の比較

今村・水谷（2011）の整理を参考に、4園中3園の教育理念
の比較を行ったものが表2である。その結果、3園とも自然
の体感や自主性を重視しており、あまり違いがみられない
ことがわかる。

○：行われている
△：やや行われている
空欄：行われていない

表２ 教育理念の比較表

園名称

理念

Y
園
M
園
R
園

子供が自分で考える ○ ○ ○
子供が自然を感じる ○ ○ ○
生き物に対する加減を覚える ○ ○ ○
火、水、土、空気を体感する ○ ○
子供の体の健康を支援 △ △ ○
子供の心理的な健康を支援 △ △ ○
子供たちを率いず、寄り添う ○ ○ ○
危険なことを体感して覚えさせる ○ ○ ○
想像力の発達 △ ○ △
全体的な教育（音楽などの芸術） △ △
社会性の教育

５．保育内容の比較

表3に保育の1日の流れを示した。
遊び方については、４園とも子供たちの自主性を尊重してい
る。遊ぶ場所については、日本の2園は子供たちが朝決める
のに対し、ドイツの2園は場所自体が1ヶ所に固定されている。
食事については、ドイツは朝食を、日本は昼食をとっている。

表3 保育の1日の流れの比較

H園 R園 Y園 M園

14:00
解散

以降預か
り保育

集合→移
動

9:00

8:30

13:00

10:00

11:00

12:00

帰りの会

朝の会

散策

朝食

自由時間

帰りの会

昼食・自
由行動

朝の会

広場で
ゲーム・散

策

朝食

ゲーム（お
むつ交換）

歌・遊び

自由に散策

昼食

自由行動
帰りの会

集合→移動

朝の会

さんぽ

６．行政支援策の比較

日本とドイツの行政支援策を比較するため、表4に4園に対す
る認定制度と補助金の現状を示した。
ドイツのH園・R園が位置するバーデンヴュルテンベルク州に
は「森の幼稚園運営許可制度」がある。また、日本のM園の
属する鳥取県には「森・里山等自然保育認証制度」があるた
め、これらの園は設置基準に沿って認証を受けている。
ドイツの両園は園に対して運営費の80％の補助を受けており、
また、児童助成法に基づき家すべての子どもへの補助がある。
これに対し、日本のM園への運営費補助は50％にすぎず、子
どもへの補助も第2子以上に限定されている。
大阪府のY園は、認可外の取得を検討したが、条件が厳しいた
め申請せず、自主基準を設けて運営している。したがって行
政の補助は受けていない。

制度名称 園への補助
子どもへの
補助

H園・R園
（フライブル
ク市）

○

バーデンヴュル
テンベルク州
「森の幼稚園
運営許可制
度」

・待避小屋があること（→トレーラー
ハウス）
・１クラス２０人まで。2人につき１人
の保育士が必要

運営費のうち、
州が60％、市
20％補助

子供手当を全
員が受けられ
る

M園
（鳥取県）

○

鳥取県「とっとり
森・里山等自
然保育認証制
度」

・従業員は最低2人、子供6人につ
き1人増やす
・1人以上保育の有資格者がいるこ
と

運営費のうち、
県が25％、町
が25％補助

第2子（条件あ
り）、第3子（無
条件）に補助あ
り

Y園
（大阪府）

× －

（自主基準）
・従業員が最低2人
・子供7人につき1人増やす
・従業員は保育の有資格者

－ －

　　　　項目
園名称

公的補助金認証取得の有無

主な設置基準

表4 日本とドイツの認定制度と補助金の比較

図6 日本とドイツの森のようちえんの普及度の差の要因モデル


